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中央公民館で開かれている「乳児相談」は、毎

回元気な赤ちゃんで大にぎわいです。

日ごろの赤ちゃんの健康管理や離乳食など育児

全般にわたって、専門の保健婦がお母さんからの

ご相談に応じています。

相談日は、毎号の保健衛生コーナーと毎月25日

号の行事計画表をご覧ください。

お問い合わせは保健衛生係まで



もうお済むですが

国民健陳保険税
の納付は

1 �国民謹三晶轟露盤 　　　　まそ 

霧露親日田園園 
せ住所 講酔夢碑姉曾　現在交付している保紫諾 圭 

※AiO旺05　も　　●目時　3月29日（水）・30日（木）9時～16時00分 

●場所役場玄関ホール 並びに　●持参晶・世帯主の印鑑 　・現在交付を受けている国民健康保険被保険者 　　証、または国民健康保険退職被保険者証 　　現在交付している保険証を使用中などの理由 　　で、上記の日に更新の手続きができない方は、 　　4月5日（水）までに住民課窓口で手続きをし 

てください。 

（2）

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険
を
運
営

す
る
（
健
廉
を
守
る
）
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
国
保
税
を
納
め
な
い
で
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
災
害
な
ど
政
令
で
定
め
る
特
別
の

軍
備
が
な
い
の
に
国
保
税
を
納
め
な
い

世
帯
に
は
、
今
年
度
に
引
き
続
き
来
年

度
も
次
の
よ
う
な
処
置
が
と
ら
れ
ま

す
。
こ
の
点
十
分
に
承
知
く
だ
さ
い
。

税
を
完
納
し
た
と
き
、

保
険
証
を

返
し
て
も
ら
う

災
害
な
ど
政
令
で
定
め
る
特
別
の
事

情
が
な
い
の
に
、
国
保
税
の
滞
納
を
続

け
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
は
四
月
か

ら
有
効
の
新
保
険
証
は
交
付
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
こ
の
新
保
険
証
の
交
付
後
も

国
保
税
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
保
険

証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
世
帯
の
中
に
老
人
保

健
で
診
療
を
受
け
る
お
年
寄
り
や
、
原

爆
被
爆
者
、
そ
の
他
厚
生
省
令
で
定
め

る
医
猿
で
診
療
を
受
け
ろ
人
が
い
る
場

合
は
、
そ
れ
ら
の
人
に
は
別
に
保
険
証

を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
診
旗
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

代
り
に
資
格
証
明
書

を
　
交
　
付

新
保
険
証
を
交
付
で
き
な
い
世
辞
ま

た
は
返
し
て
も
ら
っ
た
世
帯
に
は
、
保

険
証
の
代
り
に
、
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

診
寮
費
は
あ
と
で

払

い

戻

し

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
で
診
旗

を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
費
は
一
応
自

費
で
支
払
い
、
あ
と
で
国
保
か
ら
支
払

っ
た
診
療
費
の
七
割
（
八
割
）
相
当
の

払
い
戻
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
措
置
は
、
滞
納
し
て
い
る
国
保

が
著
し
く
減
少
す
る
ま

滞
納
し
て
い
る
国
保

た
場
合
ま
た
は
そ
の
額

情
が
発
生
し
た
と
認

は
、
改
め
て
保
険
証

災
害
な
ど
政
令
で
定

の
事
情
が
な
い
の
に
国

て
い
る
世
帯
の
世
帯
主

全
部
、
ま
た
は
一
部

一
時
差
し
止
め
る
こ

が
あ
り
ま
す
。

●
　
特
別
の
事
情
で

急
の
納
付
が
困
難
な

は
、
必
ず
税
務
課
徴

係
に
納
税
相
談
を
し

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
証
や

格
証
明
書
、
給
付
な

に
つ

い
て
は
住
民
課

保
年
金
係
に
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。



広報おんが

詰密謙轟悪如拙捗鎖鎌漕絃

遠賀町のナンバープレート

議
交通事故のご相談は

あ気軽にどうぞ

無料難柚謝こ応じてあります

午前9時半一午後4時仰分（平日）

土曜日は正午まで（第2・第3土曜日は休みます）

◎専門の相談員が親身になってこ相謝こ応じます

◎弁覆土相談日：毎週金曜日午後1時一4時

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車保険請求相談センター
北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ビル8階　小倉調査事務所内

8093－521－2140（霞運）093－541－1531

電話のご相談もお受けします

（3）

副
内

－撃
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、
留
守
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
「
カ
ギ
ッ
子
」
の
た
め
の

会
で
す
。
町
内
二
か
所
の
保
育
場
で
、

指
導
貝
が
子
ど
も
た
ち
の
保
育
に
当
た

り
ま
す
。

●
保
離
者
の
負
担

一
人
当
り
　
月
額
6
、
0
0
0
円

●
保
育
場
の
位
置

・
島
田
保
育
場

大
字
鬼
津
（
山
び
こ
保
育
園
内
）

・
浅
木
保
育
場

大
字
浅
木
（
旧
浅
木
公
民
館
）

●
申
込
期
限
　
3
月
3
1
日
（
金
）

た
だ
し
、
四
月
以
降
の
中
途
入
会

も
お
受
け
し
ま
す
。

申
込
用
紙
は
、
各
小
学
校
、
教
育

委
員
会
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

験
祭
雫
「
僕
雷
碁
馬
首
．
E
i
島
離
籍
細
罷
砂

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4

－÷一寸

役
場
内
の

金
融
機
関
窓
口
も

土
曜
日
は
休
み
で
す

今
月
か
ら
、
銀
行
、
信
用
金
庫
な
ど

金
融
機
関
の
土
曜
休
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。
役
場
内
の
金
融
機
関
窓
口
（
西
日

本
銀
行
、
遠
賀
信
用
金
庫
）
も
、
土
曜

日
は
休
業
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
や
支
払
い
金
の
受

け
取
り
な
ど
は
、
平
日
に
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
業
務
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
（
十
二
時
か
ら
一
時
ま
で
は

昼
休
み
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

締
“
－
）
ら
し
ト
蔦
＼
み
ー
点
幸
美
J
M
、
）
日
日
星
、
宮
、

迩鰹
－氷

－斡；“蛾

福
岡
県
民
生
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
住
所
変
更
・
名
儀
愛
妻
は

お

済

み

で

す

か

新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
ご
承

知
の
と
お
り
、
ミ
ド
リ
十
字
の
放
射
性

医
薬
品
の
使
用
に
伴
う
診
漂
報
酬
の
請

求
で
、
旗
糞
取
り
扱
い
機
関
の
指
定
の

取
り
消
し
処
分
を
受
け
た
次
の
二
つ
の

医
猿
機
関
は
、
三
月
一
日
よ
り
保
険
診

療
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

・
北
九
州
総
合
病
院

小
倉
南
区
湯
川
5
丁
目
1
0
－
的

＄
（
9
2
1
）
0
5
6
0

・
国
立
療
養
所
額
田
束
病
院

古
賀
町
大
字
久
保
1
6
1
2

範

0

9

2

9

4

（

3

）

2

3

3

1

な
お
、
指
定
取
り
消
し
期
間
中
は
新

規
の
患
者
の
方
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
次
の
①
⑧
の
場
合
に
限
り
償
還
払

い
と
い
う
方
式
に
よ
っ
て
、
従
来
の
保

険
診
療
と
同
様
の
扱
い
を
行
い
、
患
者

の
皆
様
へ
の
ご
迷
惑
が
少
な
く
な
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

①
当
該
医
療
機
関
に
、
取
り
消
し
前
か

ら
入
院
ま
た
は
通
院
の
場
合

⑧
救
急
患
者
、
紹
介
患
者
な
ど
緊
急
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合

取
り
消
し
期
間
中
の
保
険
診
猿
に
相

当
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
償
還
払
い

の
軍
務
手
続
き
を
当
該
医
蕪
機
関
が
代

行
い
た
し
ま
す
の
で
、
委
任
状
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

当
該
医
簾
機
関
の
相
談
窓
口
か
、

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
へ

軽
自
動
車
（
二
輪
を
含
む
）
を
所
有

し
て
い
る
方
の
住
所
が
転
入
や
転
出
な

ど
で
変
わ
′
つ
た
と
き
に
は
、
軽
自
動
車

の
登
録
の
住
所
も
変
更
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
手
続
き
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税

の
未
納
に
よ
り
継
続
検
査
（
車
検
）
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せん。ま
た
、
譲
渡
や
買
い
替
え
時
の
下
取

り
、
廃
棄
な
ど
で
現
在
所
有
し
て
い
な

く
て
も
、
名
儀
の
変
更
や
廃
車
の
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
軽
自
動
車
税

か
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
も
し
、
他
人
に
手
続
き
を
依

頼
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
手
続
き
が
済

ん
だ
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
お
さ
ま
し

ょ
，
つ
。

手
続
き
の
窓
口
は

●
原
動
機
付
自
転
車
（
1
2
5
∝
未
満
の
バ

イ
ク
‥
三
一
カ
ー
）

現
在
の
住
所
地
の
市
町
村
役
場

●
軽
四
輪
革
と
掻
二
輪
車
（
脚
∝
未
満
）

軽
自
動
車
協
会
北
九
州
支
所

小
倉
北
区
赤
坂
海
岸
7
－
6

田

（

5

4

1

）

2

1

3

5

〔
北
九
州
管
内
の
み
〕

●
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
脚
∝
以
上
）

福
岡
陸
運
支
局
北
九
州
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所

小
倉
南
区
曽
根
3
5
4
0
－
2

日
（
4
7
3
）
0
4
8
1

〔
北
九
州
管
内
の
み
〕
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（4）

海
技
免
状
の
更
新

●
海
技
免
状
は
、
五
年
ご
と
に
身
体
適

挫
、
知
識
、
技
能
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
更
新
し
ま
す
。
更
新
を
受
け
ず
に
有

効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
免
状
は

失
効
し
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
免
状
が

失
効
し
た
場
合
に
は
、
失
効
再
交
付
講

習
を
受
講
し
て
再
交
付
申
請
を
行
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
六
日
か
ら

五
十
八
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
に
取
得

し
た
旧
四
級
小
型
船
舶
操
縦
の
免
状
は

次
の
表
の
所
定
の
期
間
に
新
免
状
と
引

き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

九
州
運
輸
局
船
員
部
船
舶
職
員
課
へ

衝

（

3

3

2

）

8

0

9

4

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

訓
　
練
　
生
　
募
　
集

●
真
集
科
目

・
中
卒
者
コ
ー
ス
（
1
カ
年
）

亀
気
工
事
科
、
建
築
科

・
高
卒
者
コ
ー
ス
（
1
カ
年
）

空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン

科
、
電
子
計
算
機
科
、
自
動
車
整
備
科

・
職
業
転
換
コ
ー
ス
（
6
カ
月
）

O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
経
理
事
務
科
、

溶
接
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
芸
科
、
被

服
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
科
（
1
カ
年
）

不
動
産
実
務
科
（
5
5
歳
以
上
街
哉
未
満
）

●
特
　
典
・
受
講
料
は
無
料

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
は

訓
練
期
間
中
受
給
で
き
ま
す

●
募
集
締
切
　
3
月
3
1
日
（
金
）

●
入
校
願
書
、
手
続
き
は

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

八
幡
西
区
岸
の
浦
1
－
5
－
1
0

衝

（

6

2

2

）

5

5

6

6

●
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
高
等
技
術
専
門
校

福
岡
市
東
区
千
早
4
丁
目
貌
－
1

田
0
9
2
（
6
8
1
）
0
2
6
1

ま
た
は
、
八
幡
公
共
職
業
安
定
所
へ

楯
岡
裸
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

技
　
術
　
講
　
習
　
会

就
職
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
婦
人
の
た

め
の
講
習
会
で
す
。

●
科
　
目
　
経
理
頚
務
（
3
級
簿
記
）

●
期
　
日
　
4
月
徳
目
か
ら
7
月
n
日

ま
で
の
毎
週
火
、
木
、
金
曜

日
（
計
2
1
日
間
）

●
時
　
間
　
1
0
時
～
1
6
時
（
5
時
間
）

●
場
　
所
　
北
九
州
市
立
東
部
勤
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
（
レ
デ
ィ
ス
も
じ
）

門
司
区
下
馬
寄
6
番
8
号

●
定
　
員
　
5
0
人

●
愛
機
料
　
無
料
、
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担

●
申
込
方
法
　
3
月
幻
・
お
目
の
両
日

9
時
か
ら
1
7
時
の
間
に
電
話
　
＼



人　　口　　　16，895人

男　　　　　　8，055人

女　　　　　　8，840人

世帯数　　　　4．869戸
転　　入　　62人　転　出

出　　生　16人　死　亡

（）肉は前月比

（5）

ヽ
　
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
時
に
面
接
日
を
指
定
し
、
面
接

後
選
考
し
ま
す
。

●
申
込
先
お
よ
び
鮮
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
　
飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号

8
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
5
6

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各

種

免

許

試

験

平
成
元
年
度
上
半
期
（
～
9
月
）
の

「
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
睡
免

許
試
験
」
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

試
験
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
ボ
イ
ラ
ー
技
士
（
特
・
一
・
二
級
）

・
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
（
特
別
・
普
通
）

・
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
・
ク
レ
ー
ン
運
転

士
・
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
・
デ
リ

ッ
ク
運
転
士
・
揚
貨
装
置
運
転
士
・
発

破
技
士
・
ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
・
林

業
架
線
作
業
主
任
者
・
衛
生
管
理
者
・

高
圧
室
内
作
業
主
任
者
・
エ
ッ
ク
ス
線

作
業
主
任
者
・
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮

影
作
業
主
任
者
・
潜
水
士

●
麗
し
い
内
容
・
日
程
に
つ
い
て
は

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
へ

8
0
9
4
9
2
（
4
3
）
3
3
8
1

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

大
学
通
信
教
育
（
正
規
の
大
学
教
育

課
思
）
の
受
講
を
希
望
す
る
人
た
ち
へ

の
「
合
同
入
学
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
請
義
内
容
、
学
習
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
大
学
、
短
大
の
教
職
員
が
直
接

相
談
を
受
け
ま
す
。

●
日
　
時
・
3
月
4
日
（
土
）

1
3
時
～
1
8
時

・
3
月
5
日
（
日
）

1
0
時
～
1
6
時
5
0
分

時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
場
　
所
　
福
岡
国
際
ホ
ー
ル

福
岡
市
中
央
区
天
神
1
－
4
－
1

西
日
本
新
聞
会
館
1
6
階

8
0
9
2
（
7
1
2
）
8
8
5
5

●
垂
加
校
・
法
政
、
慶
応
、
中
央
、
日

本
女
子
、
日
本
、
玉
川
、
仏
教
、

近
畿
、
東
洋
、
明
星
、
大
阪
学
院

の
Ⅱ
大
学

・
浪
速
、
産
業
能
率
、
近
大
豊
岡
、

近
大
九
州
の
4
短
大

●
離
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

（
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
へ

ー
†
1
5
1
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
4
－

3
1
－
6
　
西
新
宿
松
屋
ピ
ル
9
階

館

0

3

（

3

2

0

）

2

6

2

7

通
信
教
育
の
学
習
方
法
、
取
得
で
き

る
資
格
な
ど
を
ま
と
め
た
小
冊
子
「
大

学
通
信
教
育
の
手
引
」
を
無
料
で
さ
し

あ
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
協
会
事

務
局
へ
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

臨

時

職

貝

の

登

録

受

付

遠
賀
町
役
場
で
は
、
平
成
元
年
度
の
臨
時
職
貝
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
者
は
必
要
に
応
じ
て
雇
用
い
た
し
ま
す
。
賃
金
は
日

給
四
、
四
〇
〇
円
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書
に
写
実
を
貼
付
し
て
、
遠
賀
町

役
場
企
画
課
人
事
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

財

形

進

学

融

資

財
形
進
学
融
資
は
、
勤
労
者
と
そ
の

家
族
が
高
校
以
上
の
学
校
に
進
学
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

●
資
　
格
　
財
形
貯
蓄
を
行
っ
て
い
る

勤
労
者

●
融
資
額
　
財
形
貯
蓄
残
高
の
3
倍
以

内
（
最
高
3
0
0
万
円
）

●
利
　
率
　
5
・
8
5
％

●
返
済
期
間
　
5
年
以
内

●
保
　
駈
　
保
証
人
1
人
ま
た
は
財
形

信
用
保
証
（
樵
）

●
返
済
方
法
　
毎
月
払
い
、
6
カ
月
払

い
、
前
記
の
併
用
（
い
ず

れ
も
元
利
均
等
返
済
）

●
お
問
い
合
わ
せ
は

雇
用
促
進
事
業
団
福
岡
雇
用
促
進
セ

ン
タ
ー
へ

衝

0

9

2

（

4

3

1

）

3

7

6

6

住
宅
金
融
公
庫
の
敵
資

昭
和
六
十
三
年
度
の
第
四
回
個
人
向

け
住
宅
（
新
築
・
博
大
）
融
資
の
募
集

は
三
月
十
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

低
金
利
（
四
・
四
％
、
四
・
七
％
、

四
・
九
五
％
）
の
通
常
融
資
額
に
加
え

て
特
別
割
増
融
資
（
一
二
百
五
十
万
円
～

七
百
万
円
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
高
規
格
住
宅
割
増
敵
資
（
百

五
十
万
円
）
」
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

＄

0

9

2

（

7

2

2

）

5

0

1

1

ま
た
は
、
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ

殉
職
船
員
遺
児
を
援
護

殉
職
船
員
の
遺
児
の
み
な
さ
ん
に
援

護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
期
　
間
　
出
生
か
ら
高
校
を
通
常
の

期
間
で
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間

●
支
給
額
　
1
人
1
カ
月
6
、
0
0
0

円
、
別
に
入
学
記
念
品
と
し
て

小
学
校
入
学
時
に
3
万
円
、
中

学
、
高
校
入
学
時
に
そ
れ
ぞ
れ

l
万
円
を
贈
呈

●
資
　
格
　
生
活
困
窮
の
遺
児
に
限
る

●
縦
縞
に
つ
い
て
は

（
財
）
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
へ

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
4
－
5

海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

禽

0

3

（

2

3

4

）

0

6

6

2

））））大人
2
1
1
3
8
4
億
1
2

十
　
十
十
十

（（（′ヽ
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母
と
子
の
む
し
歯
予
防
の
つ
と
い

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
二
、
三
歳
か

ら
急
速
に
増
え
始
め
、
四
歳
で
は
八
〇

％
、
六
～
七
歳
に
な
る
と
九
五
％
も
の

子
ど
も
が
む
し
歯
に
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
に
は
親
の
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
あ
な
た
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
3
月
9
日
（
木
）

受
付
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

●
場
　
所
　
遠
賀
保
健
所

水
巻
町
吉
田

田
（
2
0
1
）
4
1
6
1

む
し
歯
の
な
り
や
す
さ
テ

ス
ト
、
フ
ッ
素
浅
口
な
ど

●
場
　
所

●
内
　
容

中
央
公
民
館

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
（
3
月
7
日

の
3
～
6
カ
月
児
相
談
は
、

小
児
ガ
ン
セ
ッ
ト
を
配
布
）

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
日
　
時
　
3
月
1
6
日
（
木
）

・
受
付
　
1
3
時
職
分
～
1
4
時

・
検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

●
楊
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
1
歳
6
カ
月
～
1
歳
8
カ

月
児
（
昭
和
経
年
7
月
～
9
月
生
）

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
検
診
票

●
内
　
容
　
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

色
や
形
の
変
化
は

健
康
状
態
を
知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

ふ
だ
ん
爪
を
注
意
し
て
見
る
こ
と
は

少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
爪
の
色
や
形
の

変
化
は
、
健
康
状
態
を
知
る
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
。

健
康
な
人
の
爪
の
色
は
、
普
通
薄
い

ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

爪
の
下
の
皮
膚
に
流
れ
て
い
る
血
液
が

透
け
て
ピ
ン
ク
色
に
見
え
る
か
ら
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
貧
血
き
み
だ
と
爪
は

白
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
爪
甲
の

先
端
か
ら
変
色
し
て
爪
が
は
が
れ
や
す

く
な
る
爪
甲
剥
離
症
や
、
血
管
の
収
縮

で
血
流
障
害
を
お
こ
す
レ
イ
ノ
ー
病
や

進
行
牲
強
皮
症
な
ど
で
爪
が
白
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

爪
の
中
に
、
ポ
ッ
ン
と
白
い
星
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昔

か
ら
「
幸
運
の
星
」
と
か
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
も
ら
え
る
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
い
女
桂
や
子
ど
も
に
多
く
見
ら

れ
る
も
の
で
医
学
的
に
は
、
内
臓
疾
患

と
は
全
く
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

心
配
は
無
用
で
す
。

爪
の
変
形
を
見
る
こ
と
は
、
内
科
的

に
よ
く
診
断
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
爪
が

ス
プ
ー
ン
の
よ
う
に
そ
り
返
る
「
匙
状

爪
」
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
鉄
欠
乏
怪

の
貧
血
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

酸
や
ア
ル
カ
リ
を
よ
く
使
う
人
に
も
見

ら
れ
ま
す
。

爪
甲
が
指
の
先
端
を
ま
ろ
く
包
み
込

む
よ
う
に
な
る
「
タ
イ
コ
パ
チ
指
」
。

こ
の
爪
は
、
慢
性
の
肺
疾
患
の
は
か

に
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
伴
う
先
天
的
な
心

疾
患
、
肝
硬
変
、
肺
ガ
ン
で
も
見
ら
れ

ます。申
年
に
な
る
と
、
爪
の
縦
の
す
じ
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

病
気
で
は
な
く
、
爪
甲
の
萎
縮
で
お
こ

ろ
一
種
の
老
化
現
象
。
気
に
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。


